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主
要
道
が
あ
る
。
近
世
に
賑
わ
い
を
見
せ
、
18
世
紀
中
頃
の
宝
暦
年

間
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
大
山
道
は
、
関
東
地
方
の
み
な
ら
ず
甲

信
越
静
方
面
も
含
め
て
広
く
そ
の
信
仰
を
集
め
、
陸
路
の
み
な
ら
ず

相
模
湾
か
ら
の
海
路
も
含
め
て
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
て
い
る
。
関

東
平
野
一
円
の
各
地
を
網
羅
す
る
よ
う
張
り
巡
ら
さ
れ
た
大
山
道

は
、
大
河
の
流
路
の
よ
う
に
合
流
を
繰
り
返
し
な
が
ら
目
的
地
へ
至

る
経
路
の
集
約
点
が
大
山
の
麓
に
所
在
す
る
伊
勢
原
で
あ
る
。

　

ま
た
大
山
参
拝
は
大
山
詣
り
の
他
、
富
士
講
に
お
い
て
も
富
士
山

と
併
せ
て
経
由
す
る
場
合
や
東
海
道
方
面
往
来
の
折
に
立
ち
寄
る
場

合
が
あ
る
。
大
山
の
帰
路
で
は
、
江
ノ
島･

鎌
倉
な
ど
の
名
勝
地
を

訪
ね
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
経
路
は
多
様
で
あ
る
。

　

主
な
経
路
は
、
東
海
道
戸
塚
の
柏
尾
不
動
堂
か
ら
戸
田
で
相
模
川

を
渡
る
「
柏
尾
通
り
」、
東
海
道
藤
沢
四
谷
か
ら
田
村
で
相
模
川
を

　

は
じ
め
に

　

人
々
が
往
来
す
る
場
所
を
「
道
」
と
い
う
。
そ
の
初
源
は
人
類
の

歴
史
と
と
も
に
形
成
さ
れ
て
き
た
最
も
古
い
遺
構
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
道
は
時
代
を
経
て
も
、
同
じ
場
所
に
踏
襲
さ
れ
続
け
る

傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
時
々
の
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て
移
り
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
機
能
的
で
合
理
性
に
富
む
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
突
き
抜
け
る
道
は
、
ど
こ
か
足
に
な
じ
ま
な
い
。
昔
の
匂
い
が

漂
う
古
道
や
旧
街
道
を
散
策
す
る
と
心
地
良
い
の
は
、
足
の
裏
か
ら

感
じ
る
歴
史
の
重
み
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
昔
の
風
景
を

想
い
な
が
ら
近
世
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
大
山
道
を
辿
っ
て
み
た
い
。

　

近
世
大
山
詣
り
と
大
山
道

　

近
世
の
道
は
、
東
海
道
に
代
表
さ
れ
る
五
街
道
や
脇
往
還
な
ど
の

〈
随　

想
〉探

訪
　
埋
も
れ
た
大
山
道
を
辿
る�

天
野
　
賢
一
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渡
る｢

田
村
通
り｣

や
、
江
戸
赤
坂
を
起
点
と
し
東
海
道
の
脇
往
還

で
あ
る
矢
倉
沢
往
還
を
主
体
と
す
る｢

青
山
通
り｣

で
、
そ
の
他
に

も
平
塚
宿
か
ら
相
模
平
野
を
北
上
す
る
経
路
や
甲
州
街
道
を
結
ぶ
八

王
子
道
な
ど
が
あ
る
。｢

青
山
通
り
大
山
道｣

は
、
矢
倉
沢
往
還
か

ら
伊
勢
原
市
田
中
の
咳
止
橋
付
近
で
分
岐
し
大
山
に
至
る
。
江
戸
と

大
山
を
結
ぶ
最
短
経
路
で
、
現
在
の
東
京
都
港
区
赤
坂･

青
山･

渋
谷

区
渋
谷･

世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
を
抜
け
、
多
摩
川
を
二
子
の
渡
し
で

渡
河
し
て
、
川
崎
市
高
津
区
溝
の
口･
横
浜
市
青
葉
区
荏
田･

緑
区
長

津
田･

大
和
市
下
鶴
間･

海
老
名
市
国
分
を
経
て
、
相
模
川
を
厚
木
の

渡
し
で
渡
河
す
る
。
そ
し
て
厚
木
市
愛
甲･

伊
勢
原
市
下
糟
屋
を
経

て
咳
止
橋
付
近
で
矢
倉
沢
往
還
か
ら
分
岐
し
、
上
粕
屋
石
倉
橋
付
近

で｢

田
村
通
り｣

と
合
流
し
、
大
山
へ
到
達
す
る
。

　

矢
倉
沢
往
還
は
、
古
代
の
官
道
で
あ
っ
た
東
海
道
の
足
柄
峠
を
越

え
て
、
矢
倉
岳
の
麓
を
通
り
抜
け
て
い
る
。
駿
河･

相
模･

武
蔵
を
抜

け
る
交
通
網
は
、
東
海
道
を
基
軸
に
整
備
さ
れ
て
い
く
が
、
矢
倉
沢

往
還
も
変
遷
し
な
が
ら
中
世
段
階
で
も
踏
襲
さ
れ
続
け
、近
世
で
は
、

東
海
道
脇
往
還
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
途
中

に
大
山
が
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
中
期
に
大
山
詣
り
の
経
路
と

し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

埋
も
れ
た
大
山
道

　

各
地
か
ら
の
大
山
道
が
交
差
す
る
要
衝
の
一
つ
が
、
現
在
の
石
倉

橋
交
差
点
付
近
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
青
山
通
り
」
と
「
田
村
通
り
」

が
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ン
ク
状
に
合
流
し
、
子
易
に
抜
け
大
山
門
前
へ
向

か
っ
て
い
る
。
そ
の
経
路
に
は
い
く
つ
か
の
謎
が
あ
り
、
近
年
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
で
そ
の
実
像
が
浮
か
び
あ
が
り
つ
つ
あ
る
。
平
成
23

年
度
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
（
報
告
書
は
本
文
末
で
引
用
文
献
と
し

た
資
料
）
は
、
石
倉
橋
交
差
点
の
東
側
に
あ
た
り
、
興
味
深
い
こ
と

に
奈
良･

平
安
時
代
、
中
世
、
近
世
と
各
時
代
の
道
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。

　

古
代
の
大
山
道

　

奈
良･
平
安
時
代
の
道
は
、
幅
30
㎝
の
硬
化
面
が
轍
の
よ
う
に
三

条
は
並
び
、
一
条
は
斜
方
向
に
交
差
し
て
い
る
。
断
片
的
な
確
認
で
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経
路
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
軸
線
は
大
山
を
目
指
し
て
い

る
。
大
山
阿
夫
利
神
社
は
、
延
喜
式
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
た
式
内
社

で
、
安
産
祈
願
で
著
名
な
子
易
明
神
と
呼
ば
れ
る
子
易
比
比
多
神
社

（
図
1
・
写
真
1
）
や
三
之
宮
比
々
多
神
社
も
諸
説
あ
る
が
同
様
に

式
内
社
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
道
は
、
こ
れ
ら
式
内
社
と
国
府
・
古

代
寺
院
を
結
ぶ
経
路
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

中
世
の
大
山
道

　

中
世
の
道
（
写
真
2
）
は
、
や
は
り
大
山
を
目
指
す
よ
う
地
形
に

沿
っ
て
緩
い
勾
配
を
持
ち
な
が
ら
、
幅
60
㎝
前
後
の
硬
化
面
が
現
在

は
畑
地
境
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
残
を

現
在
で
も
と
ど
め
て
い
る
と
言
え
る
。延
長
距
離
は
8.6
ｍ
で
あ
る
が
、

｢

青
山
通
り｣
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
と
、
側
溝
を
持
つ
道
で
あ

図１�　『明治前期手書彩色関東実測図』(大住郡上粕
屋村)の挿図に表現された上粕屋村比々多神社

写真１�　現在の上粕屋比比多神社（往時の景観が偲
ばれる）

写真２�　発掘された中世の道と現在の「青山通り大
山道」
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る
こ
と
の
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
そ
の
構
築
時
期

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
側
溝
出
土
の
陶
磁
器
と
北
宋
銭
か
ら
中
世
に

帰
属
す
る
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
青
山
通
り
」
は
、
中
世

期
で
は
現
在
の
よ
う
に
屈
曲
せ
ず
、
直
線
的
に
延
び
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
一
七
〇
七
（
宝
永
4
）
年
の
宝
永
火
山

灰
降
灰
期
で
は
既
に
埋
没
し
て
い
た
こ
と
が
把
握
で
き
、
近
世
前
半

期
に
経
路
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　

中
世
で
は
、
関
東
各
地
に
見
ら
れ
る｢
鎌
倉
街
道｣

に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
交
通
路
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
期
で
は
、
源
頼

朝
が
大
山
阿
夫
利
神
社
の
ご
神
体
と
な
る
自
然
石
の
石
尊
社･

石
尊

宮
を
敬
い
、
毎
年
佩
刀
を
奉
納
し
天
下
泰
平･

武
運
の
長
久
祈
願
を

行
っ
た
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。
ま
た
北
条
政
子
が
、
頼
朝
三
回
忌
に

建
立
し
た
縁
起
を
も
つ
石
蔵
山
浄
業
寺
は
、
石
倉
橋
交
差
点
西
方
に

流
れ
る
鈴
川
の
対
岸
に
所
在
す
る
。
ま
た
太
田
道
灌
暗
殺
の
地
と

な
っ
た
戦
国
期
の｢

糟
屋｣

は
上
粕
屋
に
あ
た
り
、
そ
の
確
信
的
な

場
所
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、扇
谷
上
杉
氏
本
拠
地
が
所
在
し
、

関
係
す
る
拠
点
と
し
て
伊
勢
原
市･

平
塚
市
域
に
ま
た
が
る
岡
崎
城
、

藤
沢
市
所
在
の
大
庭
城
な
ど
と
連
絡
す
る
交
通
路
も
整
備
さ
れ
て
い

る
。発
見
さ
れ
た
道
は
こ
の
交
通
網
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
の
側
溝
は
、
現
在
で
も｢

青
山
通
り｣

と
平
行

し
て
流
れ
る
千
石
堰
用
水
（
写
真
3
）
の
延
長
線
上
に
あ
た
り
、
そ

の
旧
流
路
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
千
石
堰
用
水
は
、
自
然
地
形
の

谷
を
挟
ん
だ
北
側
の
台
地
に
所
在
す
る
扇
谷
上
杉
定
正
氏
居
館
の
空

堀
に
引
水
で
き
る

よ
う
構
築
さ
れ
た

用
水
路
と
い
わ

れ
、
そ
の
構
築
に

縁
の
あ
る
太
田
道

灌
の
名
を
冠
し

「
道
灌
堀｣

と
呼

ば
れ
て
い
る
。
用

水
路
を
開
削
す
る

上
で
は
道
が
必
要

で
あ
り
、
側
溝
は

写真３�　大山を目指す、現在の「青山通り大山道」
と千石堰用水
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｢
青
山
通
り
」
と
同
時
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

　

近
世
の
大
山
道

　

近
世
の
道
（
写
真
4
）
は
、
現
在
の
県
道
「
Ｔ
」
字
路
で
あ
る
石

倉
橋
交
差
点
を
突
き
抜
け
る
よ
う
な
位
置
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
幅

7.5
ｍ
と
大
規
模
で
、
断
面
形
は
逆
台
形
で
あ
る
。
延
長
距
離
は
45
ｍ

余
り
確
認
さ
れ
、
東
端
部
は
中
世
の
道
を
壊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

れ
以
降
の
構
築
時
期
で
、
出
土
遺
物
は
、
18
世
紀
中
頃
遺
構
の
陶
磁

器
類
で
あ
る
。
位
置
関
係
か
ら
「
田
村
通
り
」
が
「
Ｔ
」
字
路
で
突

き
当
た
り
、
大
山
方
向
に
屈
折
せ
ず
に
本
来
は
中
世
の「
青
山
通
り
」

に
達
し
て
大
山
方
向
へ
向
か

う
も
の
と
仮
定
（
図
2
）
し

た
が
、
中
世
「
青
山
通
り
」

を
壊
し
て
構
築
し
て
い
る
こ

と
か
ら
矛
盾
点
も
あ
る
。
発

掘
地
点
か
ら
さ
ら
に
東
側
の

状
況
が
解
明
さ
れ
な
い
た

め
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

明
治
期
の
地
籍
図
で
は
、
社

寺
の
表
記
が
な
さ
れ
た
区
画

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
、
交

差
点
近
傍
に
は
、
明
治
年
間

写真４�　石倉橋交差点付近の近世の道と現在の「旧田村
通り」

図２�　現在の地形と大山道の推定経路
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に
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
る
自
性
寺
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
寺
院
や
墓
所
へ
の
参
道
で
あ
る
可
能
性
も
含
ま
れ
よ
う
。

　

地
形
図
の
謎

　

石
倉
橋
交
差
点
付
近
に
は
、地
形
図
の
謎
が
あ
る
。
一
八
七
六（
明

治
9
）
年
地
籍
図
（
図
3
）
で
は
、「
青
山
通
り
」
は
千
石
堰
用
水

を
伴
っ
て
ク
ラ
ン
ク
し
な
が
ら
大
山
へ
至
る
が
、
一
八
八
二
（
明
治

15
）
年
地
図
（
図
4
）
で
は
、｢

青
山
通
り｣

が
直
線
的
に
表
現
さ
れ
、

石
倉
橋
交
差
点
で
は｢

田
村
通
り｣

が｢

Ｔ
」
字
路
と
な
っ
て
接
続

し
て
い
る
。
現
在
の
県
道
611
号
大
山
板
戸
線
は
、
直
線
的
に
延
び
る

が
大
正
年
間
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
表
記
で
は
矛
盾
が
生

じ
て
し
ま
う
た
め
、
明
治
9
年
地
籍
図
が
本
来
の
あ
り
方
を
示
し
、

明
治
15
年
地
図
は
誤
記
も
し
く
は
省
略
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
と
理
解

で
き
る
。
こ
の
「
田
村
通
り
」
の
道
筋
は
、
本
来
、
上
粕
屋
七し

五め

三ひ

引き

に
あ
っ
た
二
の
鳥
居
か
ら
畑
地
を

堀
割
し
な
が
ら
直
線
的
に
延
び
、
石

倉
橋
交
差
点
に
向
か
っ
て
直
角
に
折

れ
曲
が
る
経
路
を
有
し
て
い
た
。
前

述
の
と
お
り
、
現
在
は
県
道
と
し
て

整
備
さ
れ
、
二
の
鳥
居
は
移
築
さ
れ

て
い
る
が
、
畑
地
の
中
に
そ
の
痕
跡

は
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
「
田
村
通
り
」
に
関
し
て
は
、

平
成
25
年
度
の
発
掘
調
査
で
新
た
な

図３　1876（明治9）年地籍図〔一部〕

図４�　1882（明治15）年地図〔一部拡大・
加筆〕
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発
見
が
あ
っ
た
。
現

在
の
県
道
611
号
上
粕

屋
南
金
目
線
に
準
じ

て
、
石
倉
橋
交
差
点

に
向
か
っ
て
屈
折
す

る
の
で
は
な
く
、
さ

ら
に
一
直
線
で
延
び

大
山
へ
向
か
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
形
態
は
断

面
逆
台
形
の
堀
割
で
、
18
世
紀
初
頭
の
埋
没
と
規
模
を
縮
小
し
て
作

り
替
え
、
東
へ
経
路
を
屈
曲
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
把
握
さ
れ
て

い
る
。

　

大
山
道
と
道
標

　

各
地
か
ら
の
大
山
道
が
交
差
す
る
要
衝
の
一
つ
が
現
在
の
石
倉
橋

交
差
点
付
近
で
あ
る
。「
青
山
通
り
」
と
「
田
村
通
り
」
が
交
差
し
、

帰
路
は
分
岐
点
と
な
る
。
現
在
は
近
隣
に
移
設
さ
れ
て
い
る
が
、
本

来
は
そ
こ
に
道
標
が
あ
っ
た
。
不
動
明
王
の
鎮
座
す
る
道
標
（
写
真

5
）
は
、
道
路
拡
幅
な
ど
時
代
の
波
に
も
ま
れ
て
幾
度
と
な
く
移
設

を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
今
も
な
お
、
人
々
の
往
来
を
見
守
る
よ
う

路
傍
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
道
標
は
目
的
地
を
明
示
す
る
が
、
左
面

に｢

右　

い
せ
原　

田
む
ら　

江
之
島　

道｣

、
正
面｢

此
方　

ひ

ら
つ
か
み
ち｣

、
右
面｢

は
た
の
ミ
ち｣

、
裏
面｢

左　

戸
田　

あ
つ

き　

青
山　

道｣

と
の
銘
が
あ
る
が
、「
大
山
」
を
示
し
て
い
な
い
。

正
面
が
「
ひ
ら
つ
か
」
表
示
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
山
参
詣
帰
路
の

道
標
で
あ
る
と
い
う
大
山
道
の
道
標
と
し
て
稀
な
特
徴
も
併
せ
持
っ

て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

や
や
駆
け
足
の
古
道
め
ぐ
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
の
大

山
道
と
発
掘
調
査
で
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
大
山
道
を
一
端
で
あ
る
が

紐
解
い
て
み
た
。
現
在
の
地
形
図
で
判
る
こ
と
、
古
地
図
で
の
表
現

も
併
せ
る
と
様
々
な
道
の
移
り
変
わ
り
が
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
遺

写真５　�石倉橋交差点近傍に所在していた道標
2011年1月撮影
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跡
の
発
掘
調
査
で
、
そ
れ
ら
を
実
証
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

　

大
山
道
は
、
現
在
で
も
各
地
で
街
路
と
し
て
そ
の
機
能
を
継
続
し

て
お
り
、
路
傍
に
残
る
道
標
と
共
に
往
時
を
偲
ば
せ
る
よ
う
に
そ
の

名
残
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
近
年
の
大
規
模･

広
域
的
な
幹

線
道
路
の
建
設
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
開
発
に
よ
っ
て
、
本

来
の
経
路
が
消
滅
し
て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
。
取
り
上
げ
た
発
掘

調
査
地
点
及
び
そ
の
周
辺
部
に
お
い
て
も
同
様
で
、
現
在
ま
で
残
さ

れ
て
い
た
景
観
も
し
だ
い
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
大
山
道
に
関
す
る

近
年
の
調
査･

研
究
で
は
伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
で｢

再
発
見
大
山

道
調
査
報
告
書｣

が
刊
行
さ
れ
、
大
山
道
及
び
付
随
す
る
道
標
の
詳

細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
大
山
山
麓
部
を
中
心
と
し
て
い
る
伊

勢
原
市
域
の
現
況
を
詳
細
に
調
査･

記
録
し
た
こ
の
報
告
は
、
今
後

の
研
究
を
進
展
さ
せ
る
上
で
も
重
要
な
情
報
を
多
く
含
む
も
の
と
い

え
る
。
日
本
遺
産
に
「
大
山
詣
り
」
が
認
定
さ
れ
、
個
々
の
文
化
財

が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
大
山
道
を
通
し
て
理
解
し
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
引
用
文
献
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